
 

 

 

 

入学式 式辞より       校長 高橋 秀明 

４月８日（火）に入学式を挙行しました。村上市教育委員会教育委員 大滝 豊 様、地

域の御来賓の皆様、保護者の皆様の御臨席のもとで、新入生１６名が岩船中学校での中学

校生活をスタートしました。以下は、式辞で、新入生に向けて話した内容の抜粋です。 

令和７年度も岩船中学校への温かい御協力、御支援を賜りますようお願いいたします。 

岩船中学校の生徒となった新入生の皆さん、入学おめ 

でとうございます。教職員、そして２，３年生の先輩は、 

皆さんの入学を心から歓迎します。 

この日を迎えることができたのは、これまで、育てて 

いただいたご家族の方、教え導いてくださった保育園・ 

小学校の先生方、そして、地域の皆様のおかげです。ど 

うか感謝の気持ちを忘れず、今まで以上に、自分も、周 

りの人のことも大切にして過ごしていってください。 

さて、新入生の皆さんには、中学校生活で大切にしてもらいたことを３つお話しした

いと思います。 

一つ目は、「かけがえのない命を大切にする」ということです。 

みなさんの周りにいる全ての人が、これからもみなさんが「幸せ」と感じる人生をお

くってほしいと願っています。あなたはとても大切な存在です。自分を大切にしてくだ

さい。それと同じく、あなたの周りにいる人も大切な存在です。周りにいる人への優し

さ、思いやりを大切にしてください。何か困ったことや悩みがあったら、家族や先生方

に相談してください。学校は必ずあなたを守ります。 

二つ目は、「将来の夢や目標をできるだけ具体的にもち、努力する」ということです。 

先日、「愛育会だより」を読ませていただきました。動物関係の仕事がしたい、手話通

訳者になりたい、ポジティブな人になりたいなど、みなさんが将来の夢や目標をしっか

りともっていてとても素晴らしいと思いました。 

みなさんが夢や目標を達成できるように、中学校では特に「自分のよさに気付き、自

分に自信をもつこと」と「自分の行動をコントロールする力」を伸ばすことに取り組み

ます。それによって「目標に向かって努力する力」を高め、夢や目標を達成してほしい

と思います。 

三つ目は、「失敗から学び成長する」ということです。 

完璧な人間はいません。したがって、時には失敗してしまうことがあるかもしれませ

ん。私もたくさん失敗してきました。大切なことは、失敗してしまった時に、嘘をつい

たり、人のせいにしたりしないで、失敗を正直に認める勇気をもつことです。それによ

って、深く反省することができ、人としてより良く成長するチャンスになります。 

これから先生方は、皆さんの様子をいつも見守っていきます。声を掛け、困っている

ことなどに対応したいと思います。学習面では、一人一人の理解の様子をみて指導にあ

たります。質問があれば、何でも聴いてください。また、学校生活のことで分からない

ことがあっても、頼もしい先輩も力になってくれます。ですから、安心して学校生活を

スタートしてください。 
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新入生代表の 保科 海羽 さんが、誓いの言葉を述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会長の 鈴木 颯太 さんが、歓迎の言葉で新入生に呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温かな日差しとともに吹く風が心地よく感じられるように 
なった今日、私たち十六名は、岩船中学校に入学します。私 
は、これから始まる中学校生活に対する期待や喜びでわくわ 
くしています。 
私は、中学校に入学してがんばりたいことが二つあります。 
まずは、学習です。内容が難しくなり、進み方もはやくな 

るので、一時間一時間の授業を大切にし、小学校で学んだこ 
とをいかして学習し、家では予習や復習をすることを大切にしていきたいです。また、
定期テストでは、計画的に学習をすすめていきたいと思います。 
次に放課後活動についてです。私は、中学校に体験入学で来た際に、知・徳・体クラ

ブがあることを初めて知りました。自分で目標を立て、体を動かしたり、考えたりして、
他の学校とは違うことを学ぶことができるので、すごく楽しみです。 
また、あいさつを大きな声でしたり、敬語をつかったり、先のことを考えて行動を早

くするなど、中学生として当たり前のことを当たり前にできるように取り組んでいきた
いです。そして、一日も早く学校生活に慣れ、岩船中学校の一員として、自分の考えや
目標をもって生活していきたいと思います。 
これまでは、両親をはじめ、多くの方々の力を借りて日々を過ごしてきました。まだ

まだ子どもで未熟な私たちですが、大人へと成長するために、先輩方を見習っていきた
いです。 
校長先生をはじめ、先生方、先輩方、どうか温かいご指導をよろしくお願いします。 

厳しい寒さも過ぎ、春の暖かさが心地よい季節となりました。 
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私達在校生は、 
皆さんが入学してきてくれるのを心待ちにしていました。 
今日の入学式を迎えるまで、この春休み、どんな思いで過ご 

していたでしょうか。これから始まる中学校生活にどんな思い 
を抱いたでしょうか。今日から始まる岩中での生活の中で、い 
ろいろなことに挑戦し、いろいろな経験をし、共に成長してい 
きましょう。 
 中学校は小学校と大きく違う点があります。それは生徒が中心となり生活を創り上
げていくことです。先生方の支えもありますが、自分たちで考え、実行していくこと
が大切になっていきます。そんな中学校で生活する上で皆さんに大切にしてほしいこ
とが二つあります。 
 一つ目は「主体性を持つこと」です。主体性とは自分でどう行動すべきかを考え、
それを実行する能力のことです。生徒が中心となって生活を創っていく中学校におい
て「主体性」はとても大切な力です。主体性をもって行動し、活動を成功させると達
成感が得られたり、仲間と協力することの楽しさがより感じられたりします。これか
ら迎える様々な活動や行事では「主体性」を意識してみてください。二・三年生にな
ったとき、自ら磨いた主体性が自分の良さの一つになると思います。 
 二つ目は「挑戦すること」です。生徒主体で活動していく中で、自分たちの思って
いたようにならなかったり、想定が不足して失敗してしまったりすることもありま
す。しかし、大事なのはそんな失敗を恐れず行動し、失敗から学び続けることです。
失敗するということは挑戦している証です。たくさん失敗し、失敗から学び、成功へ
つなげることで大きく成長できます。自分が失敗したなと思ったらそれをポジティブ
に考え、成長のチャンスだと捉えてください。そして、たとえ失敗しても、この岩船
中学校には失敗を手助けしてくれる、受け入れてくれる人がたくさんいます。困った
ときは先輩や先生方をどんどん頼ってください。私たちは全力で皆さんをサポートし
ます。安心して全校で挑戦を積み重ねましょう。 
 いよいよ中学校生活のスタートです。岩中生五十五人でともに協力し合い、楽しく
充実した学校生活を送っていきましょう。 

入学おめでとう！ 令和７年度入学式 



 

 

 

２年生代表  斎藤 伶 さん 

  

私が２年生になって頑張りたいことは２つあります。 

１つ目は学習時間を増やすことです。私は１年生の３

学期の途中までは、家で自学をしていました。その頃ま

では、家での学習時間が１時間以上の日が多くありまし

た。しかし、自学をしなくなり出された宿題だけをやる

ようになってからは、家での学習時間は１時間にもいか

ない日が多くなりました。このままでは、２年生になっても復習や予習をせず、分から

ないことをそのままにしてしまうと思いました。だから、２年生になって、学習時間を

増やすことを頑張りたいです。 

２つ目は、自分で考えて行動できるようになることです。私は困ったとき、すぐに友

人に聞いて助けてもらうことが多くありました。しかし、これからは何でもすぐに人に

聞くのではなく、まずは自分で考えて行動できるようにしたいです。そして、１年生に

私を頼ってもらえるように、良い手本になりたいと思います。今までは、先輩から教え

てもらう側でしたが、これからは先輩として１年生に教える立場になります。１年生の

手本となる先輩になれるように意識していきたいです。 

この２つの目標を達成するために、頑張っていきたいです。 

 

 

３年生代表  工藤 椛廉 さん 

 

僕が、一学期で頑張りたいことは二つあります。一

つ目は、最高学年になるので一、二年生の手本になれ

るようにすることです。僕自身、今までの先輩方が僕

たちに優しく教えてくださったり、いろいろな行事や

活動で率先して行動して引っ張ってくださったりする

姿から学ぶことがたくさんありました。そんな先輩の

姿に憧れて、僕は生活副委員長に立候補したので、委

員長や下級生のサポートを特に頑張りたいです。二年生の三学期から意識して取り組ん

できた「自分で考えて行動する」ということをたくさん発揮して、一・二年生の手本に

なりたいです。 

二つ目は、勉強です。新研究を遅れないようにしっかりと計画的に進めていきたいで

す。また、新研究だけで満足せず、その日の授業の復習や自分に足りない部分の復習

を、自学で取り組んでいきたいです。三年生になったということは、いよいよ受検が近

づいてきます。勉強内容も難しくなっていくので、毎日しっかりと勉強をしてテストや

入試で力を発揮できるようにしたいです。中学校最後の１年間が始まります。何事にも

「最後」がついてくると思うので、クラスや岩中のみんなとの時間を大切に過ごしてい

きたいです。 

 

 

１学期始業式 生徒代表「新年度の抱負」 

 



 

 

校長  高橋 秀明 【胎内市立黒川中学校より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教頭  中山 久司 【村上市立神林中学校より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師  佐藤 詳子 【胎内市立黒川中学校より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSS（スクールサポートスタッフ） 工藤 芽栄子 【村上市立岩船小学校より】  

 

 

 

 

 

 

新任職員が岩船中学校に着任しました 

胎内市立黒川中学校より参りました、新任校長の高橋秀明 

と申します。現在、胎内市民ですが、幼い頃から村上南小・ 

村上第一中・村上高校卒業まで、村上市で過ごしていました。 

ふるさと村上市で初めて勤務することができ、とても嬉しく 

思っています。村上市から受けた恩を、今度は岩船中学校の 

生徒にお返しするつもりで、精一杯努力し、がんばりたいと 

思います。入学式の式辞でもお伝えしましたが、生徒一人ひ 

とりが、保護者の皆様によってこれまで大切に大切に育てられてきたことを忘れず、力

を尽くしていきます。よろしくお願いいたします。 

村上市立神林中学校より参りました、中山久司と申します。 

一昨年度より岩中・神中での合同の防災教育を実施していたの 

で、生徒の皆さんとは会っていましたが、その際のさわやかな 

あいさつ、積極的な態度に感心していました。また、岩船中の 

先生方と会うと、どの先生方も「岩中生は素晴らしい」と誇ら 

しそうに話していました。保護者、地域の皆様と手を携え、そ 

のような素晴らしい岩中生の学校生活を支え、より良くしてい 

く力になれるよう全力で取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

胎内市立黒川中学校から参りました、佐藤詳子と申します。 

新学期が始まりまだ日は浅いですが、岩船中学校の雰囲気はと 

ても活気があると感じています。廊下ですれ違うと必ず「こん 

にちは！」と声をかけてくれます。授業での挨拶や話の聞き方 

もきちんとしていて気持ちが良く、こちらも背筋が伸びるよう 

です。そんな生徒の皆さんと、授業や委員会などの活動を通し 

てたくさん関わっていきたいと思います。どうぞよろしくお願 

いいたします。自分ができるベストを尽くしてがんばりますので、よろしくお願いしま

す。             

今年度から岩船中学校に新しくスクールサポートスタッフ 

（SSS）として参りました工藤芽栄子と申します。 

先生方のサポートが主ですが、生徒の皆さんの充実した学校 

生活にも繋がるように務めて参ります。 

私は、岩船で生まれて育ちましたので、岩船中学校が大好き 

です。先生方や生徒の皆さんのために頑張りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

             



 

 

 

４月９日（水）、入学式も終わり、いよいよ本格的な学校生活が始まりました。まだま

だ学校に生活に慣れず、不安に思っている１年生のために、２年生は「岩中生の給食当番

の姿」、３年生は「校舎案内を通して最高学年としてあるべき姿」を見せてくれました。 

 これまで２、３年生が先輩たちから受けた恩を１年生に渡したり、先輩たちから教えて

もらった姿を伝えたりしていました。状況を見て１年生に優しく声をかけるなど、自分た

ちで考え、主体的に行動する２、３年生の先輩としての立派な姿に感動しました。 

 

（１）２年生 給食当番 

 １年生に給食当番の仕事を知ってもらうために、２年生が給食当番をしている場面を見

せながら、１年生に説明しました。一番大切なことは「自分の仕事が終わったら、他に仕

事がないかを探す」と岩中生の目指す姿を教えていました。実際に２年生の給食当番の生

徒たちは、その姿を１年生に見せていました。最後に、説明をしていた２年生の「岩中生

は素晴らしいんだ」という言葉がとても印象的でした。自分たちに自信をもてている様子

がとてもうれしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）３年生 校舎案内 

１年生に学校の施設を知ってもらうために、３年生

が校舎案内を行いました。５つのチェックポイント

（体育館、教務室、保健室、理科室、図書室）を巡り

ながら、各教室の位置や入室の仕方などを説明しまし

た。１年生にとっては、これから毎日利用する岩船中

学校を知る良い機会になりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先輩としての姿 ～２年生の給食当番・３年生の校舎案内～ 

２年生給食当番の様子           ２年生が１年生に説明している様子 

校舎案内 大成功！！ 

保健室の説明の様子      教務室に入る練習を     チェックポイントでスタンプ 

している１年生       をもらう１年生 



４月１０日（木）、１年生のために２、３年生が生徒会入会

式・放課後活動紹介を行いました。各委員会の紹介では、ク

イズを取り入れるなど１年生に興味をもってもらうためにア

イデアを発揮して、紹介していました。その後、「岩中の１年」、

放課後活動（吹奏楽部、知・徳・体クラブ、地域クラブ）の紹

介をしました。吹奏楽部が、日頃の練習の成果を披露してい

ました。入会式後の１年生の感想から、２、３年生の気持ち

が１年生に届いていることを実感できる素敵な時間となりま

した。 

 

 

 

４月２２日（火）～２４日（木）の３日間、３年生が東京方面での修学旅行を実施しま

した。この活動を通して、「どんな自分たちになりたいか？集団としてどう成長したいか？」

をみんなで考え、決めた「目指す姿」は次の４つです。 

 

 

 

 

 

１日目は、村上市における洋上風力発電事業者による事

業説明とオフィス見学をしました。その後、浅草寺・仲見

世周辺を散策しました。２日目は、４つの班ごとにテーマ

をもって班別自主研修を行いました。その後、劇団四季ミ

ュージカル「美女と野獣」を鑑賞しました。３日目は、デ

ィズニーランドを訪問しました。 

「目指す姿」をみんなで意識しながら主体的に行動す

る姿が立派でした。さらに、３年生の笑顔があふれる３日

間となり、かけがえのない貴重な思い出をたくさんつくることができました。 

また、修学旅行は東京との比較から岩船の将来像や、岩船と自分の関わりを考える貴重

な機会となりました。今後の総合的な学習の時間の活動（イワカツ！）にも生かしていっ

てほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/1(木) 全校朝会（不審者対応） 

7(水) 全校朝会 学校預り金引落日 

岩船めぐり PTA打ち合わせ 18:30 

8(木)  尿検査１次 心のアンケート 

9(金) 生徒総会 尿検査１次予備日 

10(土) 岩船めぐり（ウォークラリー） 

7:00 実施可否連絡 9:00 出発式 

 12:30 保護者解散  16:10 下校 

弁当持参 雨天時は授業参観 

12(月) 10日の振替休日 

５月の主な予定 

13(火) 教育相談(～16日) 

    定期テスト計画作成 

19(月) 小中あいさつ運動(～23日) 

20(火) 専門委員会 

22(木) テスト前放課後活動停止(～29日) 

 29(木) 定期テスト１日目 給食後下校 

     尿検査２次 

 30(金) 定期テスト２日目  

尿検査２次予備日 

３年生が修学旅行を実施しました 

生徒会入会式・放課後活動紹介を行いました 

① 様々な場面で主体的・積極的に行動し、コミュニケーション力を高める。 

② 助け合って自分たちで計画を立て、実行し、トラブルが起きても対応する。 

③ ルールやマナーを守り、落ち着いて集団行動する。 

④ 全員で楽しんで、絆を深める。 

 

学校だよりは、原則、月末の発行となります。 


